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正
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費

の
う
ち
職
員
給
与
費
の
総
額
を
１

億
３
千
313
万
円
と
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
６
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

収
益
的
支
出
の
総
額
を
10
億
７

千
576
万
３
千
円
、
資
本
的
支
出
の

総
額
を
10
億
５
千
889
万
９
千
円
に
、

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額

に
対
し
不
足
す
る
額
３
億
６
千
296

万
７
千
円
を
財
源
も
あ
わ
せ
て
補

正
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費

の
う
ち
職
員
給
与
費
の
総
額
を
９

千
334
万
７
千
円
と
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
７
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
一
般
会
計

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
175
億
５
千
万
円
と
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
７
号　

反
対
討
論

　

歳
出
予
算
の
見
積
り
に
関
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
事
業
の
効
果
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
徹
底
し
た
効
率
化

に
努
め
て
い
る
こ
と
が
随
所
に
み

ら
れ
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
た

だ
し
、
そ
の
切
り
詰
め
ら
れ
た
血

税
を
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
慣
例

に
よ
っ
て
特
別
職
の
期
末
手
当
の

引
上
げ
を
計
上
す
る
こ
と
は
、
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
え

な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
７
号　

賛
成
討
論

　

平
成
30
年
度
の
日
高
市
一
般
会

計
予
算
に
お
い
て
は
、
子
育
て
応

援
、
住
環
境
整
備
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
人
口
減
少
対
策
と

４
つ
の
重
点
施
策
を
柱
と
し
て
配

分
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
こ

れ
ら
に
連
携
す
る
事
業
と
し
て
、

日
高
市
立
中
学
校
に
通
う
中
学
３

年
生
を
対
象
に
し
た
英
語
検
定
３

級
試
験
の
実
施
、
中
学
３
年
生
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
全
額
負
担
と
い
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
、
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要

望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
配
慮
さ

れ
て
い
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

財
源
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
予
算
は
、
健
全
な
財
政
運
営
を

基
本
と
し
た
う
え
で
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
に
、
こ
れ
か
ら
の
市
民

生
活
に
、
そ
し
て
将
来
の
日
高
市

に
確
実
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い

う
市
長
の
姿
勢
が
伺
え
る
未
来
に

つ
な
ぐ
予
算
で
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
市
民
生
活
に

お
い
て
優
先
す
べ
き
事
業
に
重
点

的
に
配
分
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
と

判
断
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
８
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
61
億
８
千
554
万
８
千
円
と
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
８
号　

反
対
討
論

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
広
域

化
に
伴
い
、
財
政
運
営
の
主
体
が

県
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
る
予
算

編
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
29

年
度
第
３
回
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
、
多
く
の
世
帯
で
１
万

円
程
度
ま
で
の
負
担
増
に
な
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
る
と
の
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
も
国
保
税
が
高
い
と
の

声
が
あ
る
中
、
制
度
改
革
に
よ
る

こ
う
し
た
負
担
増
を
加
入
者
に
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
８
号　

賛
成
討
論

　

国
民
健
康
保
険
は
本
来
国
が
財

政
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と
考
え

る
が
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
の
加

入
者
が
多
く
、
市
は
厳
し
い
財
政

運
営
を
担
っ
て
き
た
。
市
民
の
健

康
を
守
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
安
定
し
た

運
営
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

本
予
算
は
、
安
定
運
営
を
目
指

し
て
平
成
30
年
度
か
ら
財
政
責
任

が
県
に
移
行
す
る
制
度
改
革
に
対

応
し
た
も
の
で
あ
る
。
歳
入
合
計

に
対
す
る
保
険
税
収
入
は
19.4
％
で
、

28
年
度
決
算
よ
り
2.1
ポ
イ
ン
ト
上

げ
て
い
る
。
県
支
出
金
の
構
成
比

は
73.1
％
で
保
険
給
付
費
の
財
源
と

な
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
金
は
１
億
８
千
500
万
円
と
28

年
度
決
算
の
２
億
９
千
万
円
に
比

べ
抑
え
て
お
り
、
被
保
険
者
の
負

担
と
市
の
財
政
、
市
民
の
負
担
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
考
慮
し
た
予
算
だ

と
評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
９
号
）

　

�
平
成
30
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
６
億
７
千
447
万
５
千
円
と
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
９
号　

反
対
討
論

　

埼
玉
県
で
は
所
得
割
軽
減
特
例

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
賦
課
の
元

と
な
る
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
、

年
金
収
入
の
み
の
場
合
211
万
円
以

下
の
人
の
軽
減
措
置
が
、
従
前
の

５
割
軽
減
か
ら
平
成
29
年
度
は
２

割
軽
減
に
な
り
、
平
成
30
年
度
以

降
は
軽
減
な
し
と
な
る
。
ま
た
、

こ
の
５
年
間
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
が
平
均
で
年
間
７

万
５
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
全
国

で
７
位
の
高
さ
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
平
成
25
年
度
末
現
在
で

84
億
円
の
積
立
が
あ
る
財
政
安
定

化
基
金
を
使
っ
て
の
引
き
下
げ
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
高
額
の
保
険
料
は
、

年
金
の
実
質
額
の
引
き
下
げ
で
収

入
が
減
少
し
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
な
ど
で
負
担
が
増
す
高
齢
者

に
大
き
な
負
担
を
課
す
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
予
算
案
は
、
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
決
定
を

反
映
し
た
も
の
だ
が
、
加
入
者
へ

の
大
き
な
負
担
を
そ
の
ま
ま
受
け


